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１．はじめに 

 経年劣化した鉄筋コンクリート構造物の健全性を合理的に評価するためには，材料劣化と構造性能の関係を明確にし

ていく必要がある．材料劣化が構造性能に及ぼす影響に関する研究は，断面や部材レベルの検討がほとんどであり[1]，

構造物を対象とした研究事例[2]は極めて少ない．本検討では，鉄筋コンクリート構造物の構造性能に着目した健全性

評価手法を作成するための実証的なデータを取得することを目的として，実規模載荷試験により鉄筋腐食した鉄筋コン

クリート製ボックスカルバートの構造性能を評価した． 

２．実験概要 

 実験には，地中に埋設された１連の鉄筋コンクリート製ボックスカルバートを対象とした実規模の試験体を用いた

[3](図－１(a))．載荷試験は，地震時に地盤から与えられるせん断変形を想定し，油圧アクチュエーターを用いて変位

制御で正負交番に漸増載荷した(図－１(b))．試験時のコンクリート圧縮強度の平均値は，34.2N/mm2であった． 

鉄筋の腐食状態とせん断補強筋の有無を実験パラメータとして，４ケースの載荷試験を行った．鉄筋腐食を生じさせ

るために，電食試験を実施した．電食箇所は，実際に生じる可能性のある箇所を想定して，部材内側とした．想定する

破壊モードは，せん断補強筋がない場合はせん断破壊モード，せん断補強筋がある場合は曲げせん断破壊モードである． 

３．実験結果および考察 

(1)電食試験結果 

 電食した試験体には，主筋の配置方向に沿った複数のひび割れが観察された(図－２(a))．鉄筋の腐食量は，同一試

験片に対して，重量差に基づく方法と，強度差に基づく方法の２通りの方法で求めた．主筋の平均腐食量は 10％程度

であった．せん断補強筋の腐食量は主筋の腐食量よりも大きくなった．主筋の重量差と強度差の腐食量には，概ね線形

関係が見られた．今回の実験の範囲では，重量差の腐食量に対して強度差の腐食量は，約1.8倍となった(図－２(b))． 

(2)載荷試験結果 

図－３に載荷試験結果を示す．これによると，せん断補強筋がある試験体はせん断補強筋のない試験体に比べて，最

大荷重が若干大きく，最大荷重後に延性的な挙動を示している． 

せん断補強筋がない場合，腐食あり試験体では，電食で生じた腐食ひび割れと載荷時に生じた斜めひび割れがつなが

ることにより，荷重低下した．しかし，腐食のない健全な側が最終的な破壊位置となった．これは，鉄筋腐食により，

部材剛性が低下したことに起因するものと考えられる．せん断補強筋がある場合，腐食あり試験体では，最大荷重以降

に荷重の低下度合いが大きくなり，最大荷重の８割となる水平変位については約 40％低下した．これは，主に，せん

断補強筋の腐食量が最大70%程度と大きかったためであると考えられる． 

せん断補強筋がある場合，ない場合ともに，主筋の平均腐食量が 10％程度の大きな腐食程度でも，最大荷重はほと

んど低下しなかった．これは，構造物が不静定構造であり，局所的な材料劣化の影響を受けにくいためと考えられる． 

４．まとめ  

 電食により鉄筋腐食した鉄筋コンクリート製ボックスカルバートの実規模載荷実験を実施した．この結果，主筋の平

均腐食量が 10％程度の腐食状態において，鉄筋腐食が耐荷力に与える影響は小さいこと，せん断補強筋の鉄筋腐食が

靭性に与える影響は比較的大きいこと，などが明らかになった． 
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(a) 試験体の寸法と配筋(せん断補強筋あり)                (b) 載荷条件 

図―１ 実験の概要図 
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(b) 鉄筋腐食状況 

図－２ 電食試験結果 
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図－３ 載荷試験結果 
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